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市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは、秘書政策課広報報道担当☎0940（36）1055まで

４月から
国保や後期高齢者医療の
入院時食事代が変更に

お知らせ

  

住
ん
で
み
た
い
ま
ち
宗
像推進
計
画
（
案
）

【
計
画
名
】

　
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
宗
像
推

進
計
画
（
案
）

【
内
容
・
ポ
イ
ン
ト
】

▽
本
格
的
な
少
子
高
齢
化
と
人

口
減
少
が
迫
る
中
、
子
育
て

世
代
の
家
族
な
ど
若
い
世
代

の
増
加
を
目
的
と
す
る

▽
総
合
的
な
定
住
化
政
策
を
４

年
間
の
具
体
的
な
取
り
組
み

と
し
て
ま
と
め
る
も
の

【
意
見
提
出
期
間
】

　
４
月
７
日
（
木
）
～

５
月
６
日
（
金
）

【
閲
覧
場
所
】

　
秘
書
政
策
課
（
本
館
２
階
）、

情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
本
館

１
階
）、
大
島
行
政
セ
ン
タ
ー
、

宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
図
書
館
、
各

コ
ミ
セ
ン
、
メ
イ
ト
ム
宗
像
、

市
ＨＰhttp://w

w
w

.city.
m

unakata.lg.jp/

→
「
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
」
→
「
募

集
中
の
案
件
」

＊
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
メ
イ
ト
ム

宗
像
で
は
資
料
の
貸
し
出
し

も
可

【
提
出
要
件
】

　
市
民
か
、
市
に
通
勤
・
通
学

す
る
人
、
事
業
所
な
ど
を
持
つ

人
、
計
画
案
に
利
害
関
係
が
あ

る
人

【
意
見
提
出
必
要
事
項
】

　
①
住
所
②
氏
名
③
電
話
番
号

④
市
外
の
人
は
通
勤
先
な
ど
市

と
の
関
係
や
利
害
関
係
の
有
無

＊
提
出
の
様
式
は
自
由

　

市
で
は
同
計
画
（
案
）
に
、
広
く
市
民
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
、市
民
意
見
提
出
手
続
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト
）
を
実
施
し
ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
必

要
に
応
じ
、
同
計
画
に
反
映
し
ま
す
。
そ
の
結
果
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
（
氏
名
な
ど
の
個

人
情
報
は
非
公
開
）。

■
問
い
合
わ
せ
先　

秘
書
政
策
課
定
住
化
推
進
担
当　

☎
（
36
）
１
２
８
４

＊
計
画
と
関
わ
り
が
な
い
も

の
、
意
見
提
出
で
氏
名
な
ど

必
要
事
項
の
記
載
が
な
い
も

の
、
第
三
者
の
正
当
な
権

利
を
侵
害
す
る
意
見
な
ど

は
、
こ
の
手
続
き
を
適
用
し

な
か
っ
た
り
、
公
表
を
し
な

か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す

＊
個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん

【
意
見
提
出
先
】

　
秘
書
政
策
課

▽
郵
送
＝
〒
８
１
１
・
３
４ 

９
２
／
住
所
不
要

▽
ＨＰ
（
前
述
）

▽
FAX
（
37
）
１
２
４
２

▽
メールteijyu@

city.m
una 

kata.fukuoka.jp

み
な
さ
ん
の
意
見
を
反
映

パ
ブ
リ
ッ
ク
・コ
メ
ン
ト

パ
ブ
リ
ッ
ク
・コ
メ
ン
ト

【１食当たりの標準負担額】

区　分 現行
平成

28～29
年度

平成
30年度
以降

住民税課税世帯（＊1）
▽70歳未満＝ア、イ、ウ、エ
▽70歳以上＝現役並み所得者、一般

260円 360
円

460
円

住民税非課税世帯
（＊2）

▽70歳未満＝オ
▽70歳以上＝
　区分Ⅱ、区分Ⅰ

90日までの入院
（区分Ⅰ以外）

210円

据え置き91日以上の入院
（区分Ⅰ以外）

160円

区分Ⅰ 100円

＊1　指定難病患者と小児慢性特定疾病児童の標準負担額は、据
え置かれる予定です

＊2　住民税非課税世帯の人は、限度額適用・（食事療養）標準
負担額減額認定証を、あらかじめ国保医療課窓口（本館１
階）で申請してください

　４月１日（金）から、国民健康保険や後期高齢者医療の入院時食
事代が変更になります（下表参照）。
　今回の引き上げは、入院と在宅療養の負担の公平を図るためで
す。

■問い合わせ先　▽国保医療課国民健康保険係　☎（36）1363
　　　　　　　　▽後期高齢者医療係　☎（36）1348

　
保
険
を
使
っ
て
整
骨
院
、
接

骨
院
で
柔
道
整
復
師
施
術
を
受

け
ら
れ
る
の
は
、
急
性
か
亜
急

性
の
外
傷
性
の
け
が
の
場
合
の

み
で
す
。

　
内
科
的
原
因
で
の
症
状
や
、

柔
道
整
復
師
（
整
骨
院
・
接
骨
院
）
の

施
術
を
受
け
る
み
な
さ
ん
へ

　
最
近
、
整
骨
院
や
接
骨
院
を

利
用
す
る
人
が
増
え
て
い
ま

す
。「
腰
痛
や
ス
ポ
ー
ツ
で
の

筋
肉
疲
労
な
ど
で
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
受
け
に
行
く
」
と
い
う
人
も

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
整
骨
院
や
接
骨
院
で
は
、「
柔

道
整
復
師
」
と
い
う
資
格
の
あ

る
人
が
施
術
し
ま
す
が
、
医
療

機
関
（
病
院
や
診
療
所
）
で
は

な
い
の
で
、
健
康
保
険
が
使
え

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
負
傷
の
原
因
を
正
し

く
伝
え
て
、
健
康
保
険

が
使
え
る
か
ど
う
か
の

確
認
を
】

　
負
傷
原
因
が
外
傷
性
の
負
傷

で
な
い
場
合
や
、
労
働
・
通
勤

災
害
に
該
当
す
る
場
合
は
保
険

が
使
え
ま
せ
ん
。

　
交
通
事
故
な
ど
の
場
合
は
、

国
保
医
療
課
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

　
市
で
は
、
厚
生
労
働
省
と
県

の
指
導
に
基
づ
き
、
柔
道
整
復

師
施
術
療
養
費
（
整
骨
院
、
接

骨
院
で
の
施
術
）
の
適
正
化
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
、
啓
発
や

患
者
調
査
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

＊
施
術
日
や
内
容
な
ど
を
、
文

書
で
の
照
会
や
電
話
で
確
認

す
る
場
合
あ
り

＊
柔
道
整
復
師
施
術
を
受
け
た

と
き
は
、
日
頃
か
ら
領
収
書

の
保
管
や
受
診
の
記
録
を
心

が
け
、
市
か
ら
の
照
会
が
あ

れ
ば
、
回
答
で
き
る
よ
う
に

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先

　
国
保
医
療
課

　
国
民
健
康
保
険
係

☎
（
36
）
１
３
６
３

領
収
書
は

必
ず
も
ら
う

　
医
療
費
通
知
で
金
額
と

日
数
の
確
認
を
し
て
く
だ

さ
い
。
医
療
費
控
除
を
受

け
る
と
き
に
も
領
収
書
が

必
要
で
す
。
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

●
医
師
の
診
断
が

必
要
な
場
合
あ
り

　
施
術
が
長
期
に
わ
た
る

場
合
は
、
内
科
的
要
因
も

考
え
ら
れ
る
た
め
、
医
師

の
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

慢
性
的
な
症
状
な
ど
に
は
保
険

が
使
え
ま
せ
ん
。
受
け
た
後

で
、
保
険
の
適
用
が
認
め
ら
れ

な
け
れ
ば
、
全
額
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

健
康
保
険
を

　
使
え
る
症
状
と

使
え
な
い
症
状

柔
道
整
復
師
の

施
術
を
受
け
る
と
き

は
注
意
を

市
国
保
か
ら
の

照
会
に
協
力
を

× 保険が使えない場合
○△ 以外のとき

○
○ 保険が使える場合

ねん挫、打撲、挫傷
（肉離れ）、骨折・脱
臼の応急手当

△骨折、脱臼

△ 医師の同意があれば
　 保険が使える場合

×
＊例えば、疲労や年齢が原因の
肩こり・腰痛・体調不良、ス
ポーツでの筋肉疲労、神経
痛・リウマチ・ヘルニアなど
の病気が原因の痛みなど

適
切
な
国
民
健
康
保
険
の

支
出
に
協
力
を


